
  
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「対話」から広がる  

～「磨かん共に」の理念を具現する学び合いを目指して～ 

新たな教師の学びの姿 の実現 

令和７年度 総合教育センター事業目標 

令和７年度 校長会・教頭会 説明資料                              長野県総合教育センター 

 重点① 探究的な研修の実現  体験的・実践的な学びの充実 

 
 

◆インプットとアウトプットを意図的にミックスしながら、 
「探究のサイクル」を意識した研修講座を運営していきます 

 

    【センター主事同士の学び合いと学校現場の先生同士の学び合いは相似形】 

 

○主事研修や県内外への視察、調査研究等から得た学びの共有（所員会等）と、研修講座や学校

現場への還元 

○教職員研修会サポートをすべての研修講座に適用し、校内研修への支援を拡大 

○学校の組織づくり（支え合える・学び合える関係づくり）につながる働きかけ 

○Plant、ホームページ、所報、資料室等における最新の情報、最先端の取組等の発信 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題の設定〉   ➡  〈情報収集・整理分析〉  まとめ〉   ➡   〈表現〉 

 自ら 
問いを立てる 

学びを深める 

 

 

振り返る つなげる 

 

○日常の悩みや受講
の目的を共有 

○自己課題や研修 

テーマの設定 

 

○対話を通した実践の情
報交換や共同編集等 

 
○もっと知りたい、もっと
深めたいポイントを追究 

 
 

 

○ふりかえり入力 
 
○研修での学びや
自校での活用方
法の共有 

 

○自校での実践 
○同僚との対話 
○校内研修実施 
○研修会サポート 

 重点② 自身の経験や他者の学びを重視した 

「実践」と「理論」の往還の充実

◆お互いの価値観に学び合えるように、「対話」の機会を意図的に設定します 

共に学び合うことの価値を 

受講者同士が感じられるセンター研修へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重点③ 研修や視察、調査研究等で得た学びの還元と 

                         同僚との学び合いに向けた研修の充実 

 
 
◆一人の学びを多くの同僚と共有できるよう、校内研修の充実に向けた支援を行います 

    

 

【2】 各種 電子申請（電話連絡）について 

「欠席」「遅刻」「早退」の手続きは昨年度と変更はありません。 

ア）昨年度電子申請に変更した「猶予」「追加」「削除」に、今年度「休止」「再開」も追加します。 

イ）パスワードは、「欠席・遅刻・早退」の申請と、「猶予・追加・削除・休止・再開」の申請で共通です。 

ウ）パスワードは管理職の方にのみお伝えしています（ピンク色の紙）。この電子申請による手続きを行

うのは管理職の方のみですので、パスワードの管理を適切にお願いします。 

エ）「欠席・遅刻・早退」の電子申請を行う前に、管理職の先生から、以下へご一報ください（詳細は研

修講座案内をご覧ください）。 
 

指定研修  所属長 ➡ 教職教育部長  あて   0263-53-8804 

希望研修  管理職 ➡ 企画調査部   あて   0263-53-8802 

【1】 ホームページ案内及び連絡 

①研修講座に係る追加連絡は、Plant の

個人アドレスへのメール連絡及び左記の

「研修講座の追加連絡はこちらから」を

ご確認ください。 
 
②上記以外で、学校宛に連絡が必要な

場合には、「学校代表」のアドレス宛に送

信させていただきます。 
 
③今年度全講座において、可能な方は

Wi-Fi に接続可能な個人端末
（PC・タブレット等）の持参をお願いして

おります。ふりかえりを Plantで行います。 
 
④講座によっては、事前にPlantを通して

テキストをアップロードします。センターに

おいて紙媒体でのテキスト配付も行いま

すが、必要に応じて、自身でダウンロード

をした上でその端末をお持ちください。 
 

 


